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置賜地区青少年育成連絡協議会 大

人が
変われば

子
ど

もも変わる

運
動

米沢市　市民大会での標語等優秀作表彰 長井市　黒獅子まつり終了後の夜間街頭指導

南陽市　県民運動啓発活動 高畠町　小学校でのあいさつ運動

重点運動期間：７月・８月・11月
“ いじめ・非行をなくそう” やまがた県民運動

～いじめをしない・させない・見逃さない！～

『大人が変われば子どもも変わる』県民運動
～子どもを家庭・地域で育てよう！～

～大人が子どもの手本となろう！～

～子どもの安全を地域全体で見守ろう！～
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日
頃
よ
り
、
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連

絡
協
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
青
少
年
育
成
市
町
民
会
議
お

よ
び
青
少
年
育
成
推
進
員
会
の
皆
様
に
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
12
月
、
長
井
高
等
学
校
を
会
場
に

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
高
校
生
と
地
域
の
大
人

の
対
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
さ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
際
の

注
意
点
な
ど
、
初
め
て
会
う
大
人
を
前
に

物
お
じ
せ
ず
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
意
見

を
述
べ
る
高
校
生
に
感
心
す
る
と
と
も
に

頼
も
し
く
も
思
い
ま
し
た
。

方
や
、
今
年
２
月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
拠

点
と
し
た
国
際
的
な
特
殊
詐
欺
事
件
に
加

担
さ
せ
ら
れ
て
い
た
日
本
人
の
高
校
生
２

人
が
、
隣
国
の
タ
イ
で
保
護
さ
れ
た
と
い

う
報
道
を
見
て
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
愛
知
県
の
16
歳
の
高
校
生
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
や
り
取
り
し
て
い
る

知
人
か
ら
「
海
外
で
特
技
を
生
か
せ
る
仕

事
が
あ
る
」
と
誘
わ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

連
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
高
校
生
か

ら
家
族
に
対
し
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
詐
欺
を

や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
助
け
を
求
め
る
連

絡
が
あ
り
、
大
使
館
を
通
じ
て
捜
索
を
要

請
し
た
結
果
、
高
校
生
は
無
事
に
保
護
さ

れ
ま
し
た
。

も
う
一
人
の
宮
城
県
の
17
歳
の
高
校
生

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
知
り
合
っ
た

男
か
ら
「
衣
食
住
の
面
倒
を
見
る
か
ら
来

れ
ば
」
と
誘
わ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
特
殊

詐
欺
の
一
員
と
し
て
働
か
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
高
校
生
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
た

警
察
が
捜
査
し
た
結
果
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
位
置
情
報
な
ど
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

い
る
こ
と
が
分
か
り
保
護
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
自

分
の
部
屋
に
い
な
が
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
等
で
世
界
中
の
人
と
の
交
流

を
楽
し
め
る
一
方
、
悪
意
を
持
つ
者
と
つ

な
が
っ
て
し
ま
え
ば
、
犯
罪
に
ま
き
こ
ま

れ
て
し
ま
う
危
険
も
潜
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
制
限
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
利
用
が
増
え
、
大
人

の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
子
ど
も
た
ち
が
被

害
に
遭
う
危
険
も
増
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
、
大

人
は
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

高
校
生
、
海
を
渡
る
！

置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長

山

口

和

夫

◆
第
一
回
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

（
五
月
二
十
一
日

置
賜
総
合
支
庁
）

◆
青
連
協
・
社
教
振
・
南
陽
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議

合
同
研
修
会

　
　
　
　
（
六
月
二
十
八
日

南
陽
市
交
流
プ
ラ
ザ
「
蔵
楽
」）

◆「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月

間
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
七
月
）

◆〝
明
る
い
や
ま
が
た
〞
夏
の
安
全
県
民
運
動

（
七
・
八
月
）

◆〝
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〞
や
ま
が
た
県

民
運
動
・「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変

わ
る
」
県
民
運
動
重
点
期
間（七

・
八
・
十
一
月
）

◆
環
境
浄
化
活
動
（
置
賜
地
区
一
斉
活
動
）

（
七
月
五
・
六
日
を
目
安
に
）

◆「
い
じ
め
防
止
」
標
語
審
査
会

第
二
回
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
・
研
修
会

（
九
月
十
七
日

置
賜
総
合
支
庁
）

◆
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

（
十
月
二
十
六
日

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
）

◆「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」
青
少
年
健

全
育
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　
　
　
　
（
十
一
月
）

◆
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
推
進
員
研
修
会

　
　
（
十
一
月
三
十
日

飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」）

◆
生
徒
と
地
域
の
大
人
の
対
話
会

（
十
二
月

県
立
荒
砥
高
校
生
と
対
話
）

◆
第
三
回
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

（
二
月
十
八
日

置
賜
総
合
支
庁
）

◆
広
報
・
啓
発
活
動

・「
青
少
年
お
き
た
ま
」
発
行

・「
青
少
年
専
門
員
だ
よ
り
」
発
行

・
広
報
車
に
よ
る
啓
発
活
動

・
有
害
図
書
類
・
携
帯
電
話
立
入
調
査

年
間
事
業
計
画

五
月
二
十
一
日
、
置
賜
総
合
支
庁
講
堂
に

て
、「
第
一
回
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連
絡

協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
選
出
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
山

口
和
夫
会
長
は
じ
め
、
斎
藤
芳
昭
、
鈴
木
昌

克
副
会
長
、
鈴
木
正
人
、
清
澤
穣
監
事
の
再

任
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
三

ペ
ー
ジ
参
照
）

山
口
会
長
の
挨
拶
の
中
で
、
県
民
会
議
全

体
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
、
当
地
区
に
配
分

さ
れ
る
助
成
金
も
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
各

市
町
へ
の
配
分
額
は
前
年
度
同
額
を
維
持
し
、

今
後
も
社
会
全
体
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を

め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

報
告
・
協
議
で
は
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の
上
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
二
つ

の
県
民
運
動
に
置

賜
地
区
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
各
市

町
の
実
態
・
課
題

に
即
し
た
主
体
的

な
活
動
に
よ
り
、

青
少
年
に
と
っ
て

望
ま
し
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
回
置
賜
地
区

青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
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小
中
学
校
で
の

教
師
生
活
を
経
て
、

地
元
で
幼
児
保
育

や
児
童
発
達
支
援

に
関
わ
る
仕
事
に

携
わ
り
早
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
天
真
爛

漫
な
子
ど
も
達
と
共
に
生
活
す
る
中
で
生
ま

れ
る
笑
い
や
喜
び
を
子
ど
も
達
の
成
長
に
結

び
つ
け
、
職
員
一
人
一
人
の
働
く
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
換
え
て
保
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

勿
論
、
平
穏
な
日
々
の
中
に
あ
っ
て
も
小
さ

な
ト
ラ
ブ
ル
は

日
常
茶
飯
で
す
。

あ
る
日
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
Ａ
君
が
転
園

し
て
き
ま
し
た
。
陽
気
で
み
ん
な
に
優
し
さ

を
振
り
ま
く
人
気
者
の
彼
で
し
た
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
激
怒

し
た
り
、
友
達
を
叩
い
て
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
り
と
い
う
問
題
行
動
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
早
速
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
全
職
員
で
話
し

合
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も

と
に
、ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
自
ら
の『
失

敗
を
振
り
返
ら
せ
内
省
の
場
面
を
つ
く
る
』

こ
と
が
立
ち
直
り
に
は
必
須
と
考
え
ま
し
た
。

一
方
で
経
験
豊
か
な
保
育
士
は
、
失
敗
を
振

り
返
る
こ
と
よ
り
、
つ
い
失
敗
を
繰
り
返
し

て
し
ま
う
本
児
の
『
心
の
荒
れ
や
葛
藤
に
寄

り
添
い
、
温
か
く
包
み
込
む
支
援
』
が
優
先

し
て
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
で
し
た
。
議
論

を
重
ね
た
結
果
、
後
者
の
支
援
を
全
職
員
で

徹
底
し
て
積
み
あ
げ
た
結
果
、
確
実
に
Ａ
君

の
問
題
行
動
は
改
善
に
向
か
っ
た
の
で
し
た
。

数
か
月
が
過
ぎ
、
新
た
に
「
愛
着
障
害
」

の
診
断
を
受
け
た
本
児
で
す
が
、
日
頃
の
保

育
で
本
児
を
観
察
し
、
愛
着
障
害
の
様
相
が

あ
る
こ
と
を
疑
い
、
的
確
な
支
援
策
を
導
き

出
し
た
保
育
士
集
団
の
観
察
眼
と
指
導
力
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
値
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
幼
児
、
障
が

い
児
教
育
の
「
学
び
な
お
し
」
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
大
人
が
変
わ

れ
ば
、
…
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
大
人

が
ど
の
よ
う
に
変

わ
れ
ば
い
い
の
か

な
」、「
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
け
れ
ど
、

ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
の
か
な
」
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
活
動
推
進
員
と
し
て
や

保
育
園
、
学
童
保
育
所
で
の
子
ど
も
た
ち
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
、

「
子
ど
も
観
」
を
問
い
直
し
、
変
わ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
変
わ
る
た
め
に
、「
児
童
憲

章
」「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」「
こ
ど
も
基
本

法
」
を
学
び
ま
し
た
。

「
児
童
憲
章
」
は
、
児
童
に
対
す
る
正
し

い
観
念
を
確
立
し
、
す
べ
て
の
児
童
の
幸
福

を
は
か
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。（『
母

子
健
康
手
帳
』
に
掲
載
）「
児
童
は
、
人
と

し
て
尊
ば
れ
る
。
児
童
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。
児
童
は
、
よ
い
環
境

の
中
で
育
て
ら
れ
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
で
、
同
じ
人
格
と
し
て

尊
重
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
８
９
年
に
国
連
で
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
が
で
き
、
日
本
は
１
９
９
４
年
に
批

准
し
ま
し
た
。
こ
の
条
約
の
大
切
な
中
身
は
、

子
ど
も
は
市
民
で
あ
り
、
子
ど
も
は
権
利
行

使
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
５
つ

の
基
本
的
な
権
利
と
し
て
「
社
会
に
参
加
す

る
権
利
」「
子
ど
も
の
生
存
と
生
活
の
権
利
」

「
子
ど
も
の
学
習
や
教
育
へ
の
権
利
」「
遊
び

と
文
化
の
権
利
」「
立
ち
直
っ
て
い
く
更
生

の
権
利
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
条
約
を
学
ぶ

こ
と
で
、
子
ど
も
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど

も
へ
の
ま
な
ざ
し
が
よ
り
明
確
な
も
の
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
関
わ
る
大
人
に
お
い
て
、
最
も

大
切
な
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
を
信
頼
す
る
こ

と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

提
言

「
大
人
は
ど
う
変
わ
る
？
」

〜「
児
童
憲
章
」「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

「
こ
ど
も
基
本
法
」
に
学
ぶ
〜

　
　
　
米
沢
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　
　
　
推
進
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　  

　
　
　
会
長

土
屋
　
　
博

「
学
び
な
お
し
」

　
　
　
白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
　
　
　  

　
　
　
会
長

齋
藤

芳
昭

□
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

会

長

山
口

和
夫

副
会
長

齋
藤

芳
昭

鈴
木

昌
克

監

事

鈴
木

正
人

清
澤　
　

穣

□
市
町
民
会
議
会
長
（
上
段
）
及
び

　
　
　
　
　
　
推
進
員
会
長
（
下
段
）

・
米
沢
市

山
口

和
夫

土
屋　
　

博

・
南
陽
市

渡
部

時
裕

後
藤

優
美

・
高
畠
町

清
澤　
　

穣

清
澤　
　

穣

・
川
西
町

遠
藤

勝
則

金
子　
　

達

・
長
井
市

平　
　

み
わ

鈴
木

昌
克

・
小
国
町　
　
　

／　
　
　

髙
橋

義
彦

・
白
鷹
町

齋
藤

芳
昭

布
施

剛
志

・
飯
豊
町

鈴
木

正
人

伊
藤　
　

昭

□
事
務
局

置
賜
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
家
庭
支
援
課

課　
　

長　
　
　
　
　
　
　

布
宮

千
夏

課
長
補
佐　
　
　
　
　
　
　

遠
藤

直
記

主　
　

事　
　
　
　
　
　
　

布
川

愛
子

青
少
年
専
門
員

　
　
　
　
　
　

峯　
　

浩
明
・
板
垣　
　

健

　
　

令
和
七
年
度  

役
員
紹
介
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演
題
「
お
笑
い
と
農
業

　
　
　

〜
未
来
を
切
り
開
く

た
め
の
生
き
方
〜
」

  

ソ
ラ
シ
ド  

本
坊
元
児
氏

（
山
形
県
住
み
ま
す
芸
人
）

六
月
二
十
八
日
、南
陽
市
交
流
プ
ラ
ザ「
蔵

楽
」
を
会
場
に
、
置
賜
地
区
青
少
年
育
成
連

絡
協
議
会
、
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
、
南
陽

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
に
よ
る
合
同
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
東
京
で
漫
才
や
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
で
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
本
坊
氏

で
し
た
が
、
山
形
に
来
て
畑
仕
事
や
様
々
な

人
と
交
流
す
る
中
で
〝
場
所
〞
や
〝
形
〞
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行

う
こ
と
で
新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

実
感
し
、
東
京
で
は
な
く
、
敢
え
て
こ
の
山

形
県
か
ら
全
国
区
を
目
指
し
た
い
と
い
う
新

た
な
未
来
を
展
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
場
所
が
変

わ
っ
て
も
本
人

が
変
わ
ら
ん
と

や
っ
ぱ
り
一
緒

な
ん
で
す
〞

事
象
の
受
け

止
め
方
次
第
で

生
き
方
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

合
同
研
修
会
（
講
演
会
）

川西町　川西環境フェアでの啓発活動 小国町　二の宮神社例大祭での見回り活動

白鷹町　中学校でのあいさつ運動 飯豊町　白川ダム湖畔マラソン大会での交通誘導

◆
県
民
運
動
総
合
推
進
事
業
◆

⑴〝
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
〞

や
ま
が
た
県
民
運
動
の
推
進

①
市
町
村
民
会
議
等
に
対
す
る
支
援

②
標
語
の
募
集
、
広
報
、
周
知
、
表
彰

③
小
中
学
生
、
高
校
生
、
特
別
支
援
学
校
生
を

　
　

対
象
と
す
る
運
動
の
展
開

④「
い
じ
め
・
非
行
防
止
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
研
修
会
の
開
催

⑥
県
内
の
民
間
企
業
・
団
体
等
と
の
連
携

⑵「
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」
県
民

運
動
の
推
進
に
対
す
る
助
成

①
地
区
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
の
地
域
実
践

　
　

活
動

②
市
町
村
民
会
議
等
に
よ
る
県
民
運
動
推
進
基

　
　

盤
の
強
化
活
動

③
地
区
青
連
協
が
市
町
村
民
会
議
と
共
同
し
て

　
　

行
う
運
動

◆
青
少
年
育
成
意
識
醸
成
、
青
少
年
の
た
め
の

環
境
づ
く
り
推
進
事
業
◆

⑴
明
る
い
や
ま
が
た
夏
の
安
全
県
民
運
動

（
七
月
二
十
二
日
〜
八
月
二
十
一
日
）

⑵
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
の
開
催

（
十
月
二
十
六
日
：
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
）

⑶
山
形
県
少
年
の
主
張
大
会
の
開
催

（
九
月
中
・
下
旬
：
会
場
は
未
定
）

⑷
青
少
年
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
懇
談
会

◆
青
少
年
育
成
広
報
啓
発
事
業
◆

⑴
防
犯
広
報
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

⑵
機
関
紙
等
の
発
行

⑶「
家
庭
の
日
」
の
普
及
啓
発

⑷
県
内
の
民
間
企
業
・
団
体
等
と
の
連
携

⑸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信

⑹
県
民
運
動
の
啓
発
及
び
情
報
提
供

山
形
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

    

令
和
七
年
度

事
業
計
画




